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回次 第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

営業利益率（％）    

経常利益（千円） △   
親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益（千円） △   

株当たり四半期（当期）純利益
（円） △   

業績ハイライト

想定以上に販売が好調であったことに加え、原価低減や社内体制の整備
などの取り組みの成果により、売上・利益ともに前年同四半期を大きく上回
る結果となりました。
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※△は損失



【ご参考】直前期までの通期の実績との比較

回次 第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

営業利益率（％）    

経常利益（千円）    
親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益（千円）    

株当たり四半期（当期）純利益
（円）    
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財務ハイライト

手許資金が増加していますが、第４四半期以降も継続的にブランド認知の
ための大型の広告投資を行う計画であるほか、直販ＥＣシステム入れ替
え、新製品の研究開発、直営店の出店、海外展開などに充てる予定です。

回次 第期
第四半期

平成年月日

第期
第四半期

平成年月日

第期
第四半期

平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日

総資産（千円）    

純資産（千円）    

自己資本比率（％）    

現預金（千円）    

売上債権（千円）    

棚卸資産（千円）    

仕入債務（千円）    

有利子負債（千円）    
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セグメント別売上

※その他には、先端電子部門、海外戦略部門、YA‐MAN U.S.Aなどが含まれます。

店販部門がインバウンド需要の好調に下支えされて大きく売上を伸ばし
たほか、海外売上（主に中国本土）も好調を維持しました。

回次 第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

【ご参考】
第期

平成年月日～
平成年月日

通販部門（千円）    

店販部門（千円）    

直販部門（千円）    

その他（千円）    

合計（千円）    
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※その他には、先端電子部門、海外戦略部門、YA‐MAN U.S.Aなどが含まれます。

【ご参考】直前期までの通期の実績との比較

回次 第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
平成年月日～
平成年月日

第期
第四半期

平成年月日～
平成年月日

通販部門（千円）    

店販部門（千円）    

直販部門（千円）    

その他（千円）    

合計（千円）    
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売上構成

当第四半期（平成年月～平成年月）の売上の構成は、自社
開発製品及び自社企画製造委託品が％、化粧品が％、その他
が％。
自社開発製品及び自社企画製造委託品の中でも、ラジオ波を使った
美顔器「ＲＦボーテシリーズ」が特に好調で、売上を牽引しました。
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ＲＦボーテシリーズ
アセチノシリーズ
レイボーテシリーズ
など

オンリーミネラル
など

自社製造・

企画

75%

化粧品

16%

その他

9%



アセチノメガシェイプのＴＶＣＭを放送しました。

オリジナルキャラクターのフルＣＧによるＴＶＣＭを、関東・名古屋・大
阪・広島・福岡各エリアの地上波にて放送いたしました。

第４３期第四半期のトピックス
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原価低減や社内体制の整備などの取り組みが奏功し
たことにより、大きくコスト削減を図ることができました。
これらを第四半期以降も継続し、足元の体質強化に
努めてまいります。

ヤーマンブランドの浸透を図るため、引き続き社名広告
や個別の製商品のＴＶＣＭなどに一定金額を投資して
いく計画です。

当社の最大の強みである自社開発をさらに強化するた
め、デザインを含めた研究開発活動についても積極的
に経営資源を投下し、お客様のニーズにきめ細かく応
えてまいります。

第４３期第四半期以降の取り組み
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業績予想

通期の業績予想につきましては、平成年月日付で上方修正開
示した数字をそのまま据え置いておりますが、更なる修正の必要が生
じた場合には、直ちに開示する予定です。
また、配当につきましても、通期の利益水準を見極めながら、検討し
てまいる所存です。

回次 第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（実績）

平成年月日～
平成年月日

第期
（予想）

平成年月日～
平成年月日

売上高（千円）    

営業利益（千円）    

経常利益（千円）    

親会社株主に帰属する当期純
利益（千円）    

株当たり当期純利益（円）    
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 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当
社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の
前提に基づいており、実際の業績等については、様々な要因によ
り大きく異なる可能性があります。

 本資料は皆様への情報提供を目的としており、投資を勧誘するも
のではありません。

 本資料のご利用にあたっては、利用者の責任によるものとし、情報
の誤りや瑕疵、目標数値の変更、その他本資料のご利用の結果
生じたいかなる損害についても、当社はその責を負いかねますの
でご了承ください。
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